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（無し）
4.4 橋軸直角方向水平力によるせん断力の分布範囲 

設計例では、橋軸直角方向水平力によりずれ止めに作用するせん断力の橋軸方向の分布

範囲を端支点で 1000mm、中間支点で 3300mmとし、この範囲のずれ止めで水平力に抵抗する

こととしている。これらの分布範囲は、設計例と同じ支間長、主桁配置、断面構成の諸元で

の有限要素解析による検討 20)によるものであり、設計の一例として示すものである。 

これらの分布範囲によればずれ止めは過密な配置となるが、このような配置を回避する

検討例として、上フランジ幅を拡幅する場合の試算結果を表-4.1に示す。これは、文献 20)

と同様に支点上付近で上フランジ幅を部分的に拡幅する場合を検討したものである。上フ

ランジ幅を拡幅することで鉛直軸回りの主桁の曲げ剛性が大きくなり、せん断力の分布範

囲が拡大することを反映しており、ずれ止めの配置を緩和できることを示している。なお、

上フランジを拡幅する場合は、自由突出板の規定で板厚が決定し断面計算にも影響するこ

とや、ずれ止めの配置が配力筋との取り合いで決定する場合があることに注意する必要が

ある。 

表-4.1 上フランジを拡幅する場合のずれ止めの試算 

 設計例 上フランジを 

拡幅する場合 

端支点 上フランジ幅×厚 (mm) 750 × 23 950 × 30 

せん断力分布範囲 (mm)       1,000    ※1        1,250    ※2 

ずれ止め 橋軸方向間隔 (mm) 130 170 

中間支点 上フランジ幅×厚 (mm) 750 × 28 950 × 30 

せん断力分布範囲 (mm)       3,300    ※1        3,300    ※2 

ずれ止め 橋軸方向間隔 (mm) 110 110 

端支点・

中間支点 

ずれ止め 直角方向本数と配置 9本 8本 

※1 文献 20)の有限要素解析結果 

※2 文献 20)の骨組解析結果 
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